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 要 旨   

 

目的：アルコール使用障害(AUD)の 2009-2019年の推移の性差に及ぼす社会地理的特性を明らか

にする 

 

方法：2009-2019年の米国薬物使用と健康に関する調査(the National Survey on Drug Use and 

Health (NSDUH))のデータ(18歳以上延べ 447228人)において、ロジスティック回帰分析と線形

推移分析を用いて AUD推移の性差と社会地理的因子の交互作用を検討した。 

 

結果：AUDの有病率は男女ともに減少していたが、減少率は男子が女性より大きかった(オッズ

比 (OR):男性;0.96,女性;0.98))。女性の AUDの推移は人種、年齢、婚姻状況、就業状況、収入が

関与していたが、教育や居住地の都市化は関与していなかった。18-49歳(OR: 18-25歳の男

性;0.92,女性;0.96, 26-29歳の男性;0.97,女性;0.99)、就業(OR:男性;0.96,女性;0.99)の女性は、男性

と比較して AUD減少が少なかった。さらに黒人(OR):男性;0.94,女性;1.00)、収入 2-5万ドル(OR:

男性;0.96,女性;0.98)の女性は男性と比較して AUD減少が少なかった。 

 

結論：AUDの推移には性差があり、今回の検討で女性の AUDの減少が少ないリスク群の社会地

理的因子が明らかになった。 
 


